
－5－

－

原著論文
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

国士舘大学体育学部大学生の食生活の実態調査

StateofEatingHabitsandDietaryintakeoftheUniversityAthletes

内藤祐子☆，松崎睦美＊

YukoNAn､O*andMutsumiMATUZAIn☆

ABSTRACT

Weexaminedtherelationshipbetweenthedietaryintake, theeatinghabitsandthehome

environment.Thesubjectswerecomprisedof220students(177menalld43women)offaculty

ofphysicaleducationinKokushikanUniversity.Thedietarysurveywasdonebyself-

administeredfOodfreqUencyquestionnaire.

Subjectsweredividedintothreegroupsonthebasisoftheirhomeenvironmentasibllows:the

studentstolivealone(LA,n=124),theboalders(BO,n=47),andthedaystudents(DS,n=49).

Mainfindingswereasfollows:

1)Resultsofdietalysurveyindicatedthat26%ofallstudentswereinthehabitofhavillgno

breakfastandofhavingamealonirregulartime,respectively.Fromhomeenvironment,LA

showedhighertendencyof的esehabitscomparedwithBOandDS(p<0.005).

2)42%ofstudentshaveusuallytakensomesupplements,andBOtendstobehigheratthe

frequencyofhavmgthesupplement(p<0.005).

3)DietaryintakewascomparedwiththerecommendedlevelsbasedonJapaneseDietary

Allowances(JDA).Theaverageintakeofegg,frujts,vegetables,potatoes,andseaweedwas

lowerascomparedtotherecommendedlevelsofJDA.Especially, thedeficiencyofdietary

intakewasassociatedwithhomeenvironment.

TheresultssuggestthereisaneedtodevelopdietaryinterventionandeducatioIlalprograms

targetedatpromotingoptimalnutrientintakesbytheseathletestomaintainperformanceand

improvehealthstatus.

はじめにI 食品の過剰摂取をまねいたりしている6)。体育学

部大学生は専攻種目やトレーニング期によって消

費エネルギーは異なるものの、一日のエネルギー

消費量は最低でも男子3000kcal、女子2300kcal前

後は必要である。消費エネルギーの多い選手では

4000kcal以上を越す場合も少なくない。 しかしこ

れに対応するだけの食事を毎日摂取することは現

スポーツ選手の適切な食事は、健康状態の保持

ばかりでなく競技力向上の観点からも重要な要素

の一つである』) 9)。最近では指導者や選手も栄養

について深い関心を寄せつつある一方で、偏った

栄養情報を安易にとりあげたり、特定の栄養補助

☆国士舘大学体育学部体育生化学研究室(Iab.ofBiochemistlyofExercise,FaculWofPhysicalEducation,KokushikanUniversibr)
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実としてかなり難しい。その上、当事者である選

手自身の食習慣や食行動に関しても問題があるこ

とが多い。

そこで、今回、国士舘大学体育学部に所属する

大学生を対象にスポーツ選手の食習慣および食生

活の現状を把握すること。特に、生活環境の違い

が食生活に関与しているかどうかに着目し自記式

質問票による食生活調査を実施したのでその結果

について報告する。

でアンケー|､調査に回答した220名（男子177名、

女子43名）を対象とした。

アンケートは野村ら'0)が考案した調査用紙を用

いて食生活調査を行った.~調査項目は食品群の摂

取頻度に関する12項目と食習慣・生活状況14項目

から構成（表1-a, 1-b) されており、最近1週間位

の食事状況を思い出して回答するよう求めた。 リ

コール式による食事調査は1日の栄養摂取調査と

比較して一度に数多くのデーターを収集できる上

に、実際の栄養調査にほぼ等しいデーターを得る

ことができる5) '1)。

得られた食品摂取頻度（表1-a)の結果からは

食品群摂取スコア（食品構成充足度の良否を評価

するスコアで、 スコア値が高いほどバランスがよ

Ⅱ方 法

平成10年10月に国士舘大学体育学部の所属して

おり、スポーツ栄養学を受講している学生のうち

表1-a.食生活の評価

最近の一週間の食生活(朝､昼夕）を振り返って答えてください｡解答欄に記せ。

卵 ①1週間に1個程度②2,3日に1個程度③1日1個程度④1日2個程度⑤1日3個以上

牛乳、乳製品①1週間に2509程度②2,3日に2509程度③1日2509くらい(牛乳瓶1本程度） ④1日5009(牛乳瓶2本）

⑤1[17509以上

肉類①1週間に609程度②2,3日609以下③1日609くらい(薄切り肉二枚程度） ④1日1209以上⑤1日2009以上

魚類①ほとんど食べない②2,3日709以下③1日709くらい(魚の切り身一切れ程度） ④1日1509以上

⑤1日2009程度

果物①1週間に1509程度②2,3日1509以下③1日1509くらい(りんご1個程度） ④1日3009以上⑤1日5009程度

豆類①1週間に809程度②2,3日に809程度③1日に809程度(豆腐1/6丁とみそで大さじ一杯程度）

④1H1509程度⑤1日2509程度

緑黄色野菜 ①1週間に1009程度②2,3日に1009程度③1日に1009程度(ほうれん草3枚程度）

④1日2009程度⑤1日3009程度

その他の野菜①1週間に2009程度②2,3日に2009程度③1日に2009程度(きゅうり一本とキャベツ－枚程度）

④1日4009程度⑤1日6009程度

海草(ワカメ､ひじき）

①1週間に109程度②2,3日に109程度③1日に10g程度(わかめ半つかみ程度） ④13209程度⑤1日309程度

芋類①1週間に709程度②2,3日に709程度③1日に709程度(じゃがいもで一個程度） ④1日1509程度

⑤1日2009程度

油料理(天ぷら､フライ､油いため）

①1週間に109程度②2,3日に109程度③1日に109程度(大さじ一杯程度の油を用いた料理）

④1日209程度⑤1日309以上

穀類(米､パン､うどんなど）

①1週間に3909程度②2,3日に3909程度③1日に3909程度(ごはん茶碗3杯半と食パン－枚程度）

④1日8009程度⑤1H12009程度
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表1-b.食生活の評価

以下の回答項目の中から選んで､番号を欄に記せ。

1.住まい①家族と同居②ひとり暮らし③寮(賄い付き） ④寮(自炊) ． ．…･ ･･･…･ ･…・ ･ ･ ･…・ ・ （ ）

2.食事を自炊していますか①1日1食以上②週3,4回③週1,2回④作らない…･ ･ ･…………･ ・ （ ）

3.外食(食堂､購入した弁当､パン類､店屋物と考える） ・ ･ ･ ･…・ ・ ・………・ ・……･ ･ ･ ･…． ．…・ ･ ・ ・ （ ）

①1日2回以上②1日1回③週に3,4回④ほとんど外食しない

4.何か定期的に運動していますか(授業以外） ・……･……･…･……一･ ･ ･ ･…･……･ ･ ･ ･ ･…･・ （ ）

①ほとんど毎日②週3～5回③週1,2回④月に1,2回⑤全くしない

5.食事の時間①ほぼ規則的②時々不規則なときもある③不規則･ ･ ･……･…・ ・ ・…………・ ・ （ ）

6.偏食①大いにある②中くらいにある③少しある④ない． ．…･…・ ･ ･ ･…・…・ ・ ・…・ ・ ・…． （ ）

7.朝食①毎日食べる②週3～5回③週1,2回④あまり食べない…･ ･…． ．…． ､ ．……･ ･ ･…． ． （ ）

8.昼食・夕食①毎日食べる②週3～5回③週1,2回④あまり食べない･ ･ ･…． ．…・ ･ ･ ･…・ ・…･ ･ ( )

9.砂糖を1日およそどのくらい摂取していますか．…．．…･…………･ ･ ･……･………･ ･ ･…（ ）

①1日109以下②1日10gくらい③1日109以上

10.野菜をたっぷり使った料理(おかずで野菜が主になる一品)をとりますか・ ・……・ ･ ･ ･ ･…･ ･…・…（ ）

①1日3食とも②1日2食③1日1食④たっぷりの料理はない

11.インスタント食品､レトルト食品､冷凍食品､おそうざい(市販されているおかず)を食べていますか・ ・ ・ （ ）

①よく食べる方である②あまり食べていない

12.間食①よくする方である②あまりとらない． ･ ･ ･……, ｡…･…･ ･ ･……． ． ･ ･ ･ ・…･…･ ･ ･･ ･ ･ （ ）

13.栄養補助剤①よくとる方である②あまりとらない． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…・…． ．…・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…・……. ． （ ）

14.食事の量①普通の人より多い②人並み③普通の人より少ない．…･ ･ ･……･ ･ ･ ･…・……． 。 （ ）

い。範囲: 0点～24点）を対象者別に算出した。

次に各スコアと生活状況･食習慣との関連を検討

するため､表計算ソフトExcelと統計ソフトStatView

を用いてクロス分析や分散分析を行い、危険率

5％以下をもって有意とした。

いるクラブと、住いだけ提供し食事は個人に任せ

ているクラブに分かれた。女子学生の多くはひと

り暮らしをしており賄い付きの寮生活を行ってい

る者は皆無であった。

生活環境別の身体的特徴である身長、体重、体

脂肪率は表3に示した。男子では体重および体脂

肪率に関して寮生活の学生の値がもっとも大きな

値を示した(p<0.005)。この理由として寮生活に

分類された多くの学生は柔道やレスリング、 ラグ

ビーといった比較的体重が重い競技に所属してい

るためと考えられる。女子では体重に関してのみ

家族と同居している者よりひとり暮らしの学生の

方が重いという結果が得られた(p<0.01)。女子の

場合はアンケート調査に答えたうちの80％がひと

り暮らしであり、強化クラブに所属している女子

学生のほとんどはひとり暮らしとして分類された

Ⅲ結果と考察

1 ．対象者の属性比較

本調査における男女大学生の生活環境は表2に

示した。なお、寮生活を行う者の内で少なくとも

一日二食以上賄い付きの場合を寮生活とし、食事

を自炊している者はひとり暮らしに分類した。表

に示したように所属運動クラブによって生活環境

が異なっていることがわかる。強化クラブに所属

していても住いだけでなく食事の管理まで行って
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表2．クラブ別の生活形態

男（177名） 女（43名）
種目 合計

一人暮らし 寮生活 家族 ﾍ暮らし 寮生活 家族

アメリカンフットボーノ

サッカー

ソフトボール

テニス

バスケットボール

バドミントン

バレーボール

ハンドボール

ラグビー

レスリング

スキー

剣道

柔道

準硬式野球

水泳

相撲

体操

卓球

野外活動

陸上競技

３

劃

７

５

週

２

８

７

６

６

ｍ

叫

過

妬

１

１

８

ｕ

塒

錦

０

６

０

０

５

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

３

１

１

Ｕ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

６

６

４

ｕ

８

０

０

０

０

０

０

便

妬

３

５

５

０

３

４

０

０

２

０

０

，

０

１

４

３

６

鉈

一

Ｗ

０

２

０

４

３

０

０

１

，
０

０

２

１

０

０

５

９

７

２

０

０

０

０

８

△_三-1
{コロI 40 40 34 9 220

"､
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表3.生活形態別の身体特性

男 性 女 性

体重

(kg)

数
割
人
く

身長

(cm)

体脂肪耳

（％）

人数

(名）

身長

(cm)

体重

(kg)

体脂肪率

（％）

一人暮らし

寮生活

家族と同居

ｄ

ｂ

ｈ

３

６

⑩

Ｑ

私

２

１

１

６

＋

｜

士

士

４

５

８

５

２

４

６

７

６

岳

ｃ
ｃ
ｅ

７

９

３

３

４

２

士
十
一
十
一

０

０

７

２

４

１

１

１

１

０

７

０

９

４

４

ａ４

２

０

５

６

６

十
一
十
一
士

５

９

８

２

２

２

７

７

７

１

１

１

９

８

２

１

＋

’

士

庁

ひ

つ

Ｊ

八

Ｖ

Ｑ

Ｊ

ｎ

乙

司

上

《

０

Ｏ

Ｌ

２

１

５

＋

’

士

７

１

０

２

６

５

１

９

６

４

士

十

一

５

７

１

９

６

５

１

１

弧

９

世体 177 172.7±5.7 67．3±12.1 124±3.9 43 160，9±5，7 58．2±9.8 20.2±2.7

a) :値は平均値±標準偏差

b),c) :男性の一人暮らしと寮生活との間に有意差あり(p<0.005)

d),e) :男性の寮生活と家族同居との間に有意差あり(p<0.005)

f) :女性の一人暮らしと家族同居との間に有意差あり(p<0.05)

ために、体重に関して違いがあったと考えられるモ 調査7） （20～24歳）の全国平均（朝食を毎日食べ

る：67％、昼食・夕食を毎日食べる：93％）を大

きく下回った。 しかも、朝食を抜く学生は全体の

約26％にまで達している。この値も国民栄養調査

での全国平均7.3％を大きく上回る値であり、体

育学部生全体では欠食頻度が多いと考えられる。

生活環境別では図lに示すようにひとり暮らし

の学生に朝食を抜く傾向が強く、寮生活者や家族

2．欠食状況

欠食状況は朝食、昼食、夕食共にほとんどしない

とする答えがもっとも多かった（図1， 2）。朝

食に関しては全体の約52％が、昼食．夕食に関し

ては約70%以上の学生が毎日食べると答えてい

る。 しかし、本調査でのこれらの数値は国民栄養
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80％ 80％
■■■■■■■■■■■■■■■■

■ほとんどしない

口週3,4回

■1日'回
□1日2回以上

□ほとんど食べない

■週2 3回の欠食

□ほぼ毎日食べる
60％ 60％

■40％40％

－

20％ 20％
一『

II I I I I

0％ 0％

－人暮らし寮(賄い付き）家族と同居

図3生活形態別における外食頻度

人暮らし寮(賄い付き）家族と同居

図1 生活形態別における朝食欠食状況

100％100％
－

－

8()％ 80％

口不規則
■時々不規則

口規則的

口週3回以上の欠食

■週1 2度の欠食
口毎日食べる

60％ 60％
■■■■■■■■■■■■■■■■

40％ 40％

20％ 20％
一

0％ 0％

－人暮らし寮(賄い付き）家族と同居

図4生活形態別における食事時間の規則性

人暮らし寮(賄い付き）家族と同居

図2生活形態別における昼・夕食の欠食状況

同居者と比較しても有意な差が認められた(X2=

21.072、 p<0.005)。昼食・夕食の欠食頻度ではひ

とり暮らしや家族と同居している学生よりもむし

ろ寮生活をしている学生に多く見られた(X2=

10.892、 p<0.05)。週3回以上の欠食が寮生活者の

13％、週に1 ． 2度の欠食を加えるとその数は

41％にものぼった（図2）． このことは賄いの付

かない土・日の食事を欠食したり、朝食を食べて

昼食代を浮かせる学生の存在が伺える。

も達した。賄い付きの寮生活をしている学生でも

1日2回以上の外食を続けていると回答した比率

が17％にも達していた。数名に聞き取り調査をし

たところ、寮食はまずいから外食する、減量中な

のに寮食は油ものが多くて食べられない、夕食時

間に遅れると食事がなくなってしまうと言った声

が聞かれた。その一方で寮生活者の40％はほとん

ど外食をしないと回答している口寮食は大抵朝食

と夕食の2食しかついていない。 したがって、 こ

の調査結果から40％近くの寮生活者は昼食を抜い

ていると考えられる。これは個人の食欲によるも

のかあるいは金銭的な理由なのか本調査では判断

できない。寮生活者は比較的体重が重く、その競

技種目からも消費エネルギーが多いことを考え合

わせると1日2食ではエネルギーや栄養素が充分

3．外食および食事時間の状況

外食はひとり暮らしや家族と暮らしている学生

に多く見られた（図3)｡ 1日1食以上の外食が

毎日続く学生の割合はひとり暮らしをしている学

生の70％、家族と共に生活している学生の60％に
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満たされていない可能性がある。

食事の規則性に関しても生活環境によって違い

が見られた（図4）。寮生活者の45％は規則的に

食事を摂取していると回答している。これはひと

り暮らしあるいは家族同居者が示した割合である

約15％前後と比較しても有意に大きな値であった

(X2=24.072、p<0.0001)。反対に、ひとり暮らし、

家族と同居、寮生活者の順で不規則と答える割合

が多く、ひとり暮らしの学生の場合ではその割合

は約33％にも達していた。

あると分類される。 11～6点のスコアは要注意、

5点以下のスコアは早急な食生活の改善が必要で

ある。その点、本被検者の食品群摂取バランスは

14点とおおむね良好に分類できるが、 その一方で

表4.各カテゴリー別の食品群摂取スコアの平均値

カテゴリー 人数 食品群摂取スコア

平均値標準偏差

全対象 220 14．0 4．5

食良好(24-12点） 148 16．5 2．9
口

器要注意(11-6点） 66 93 1．6
摂要改善(5点以下） 6 4 1．3
取 p<0.0001

生寮(賄雨冊き「 恥 15．9 3．9
活家族と同居 49 16．8 3．4

鴬 1人暮らし ‘2§ ］2」 42
p<0.0001

毎日 161 13．9 4．6

週3-5回 30 14 4．1

運週1,2回 19 15．5 4．7
動月1-2回 5 11．6 2．7

しない 5 12．8 3．6

N.S.

47しない 14．0 4．9

外週3,4回 37 14．8 4．7

鳥 】日1回 9」 ］41 43
度 1日2回以上 45 12．9 4．2

N.S.

食規則的 47 16．4 3．8
事時々不規則 116 14．3 4．5

：不規則 57 11.4 3.6
p<0.0001

朝毎日食べる 114 15．4 4．3

県週'2回欠食 49 ］35 ＄息
食週3 5回欠食 18 10．2 3．5
頻食べない 39 12．3 4．7

度 p<0.0001

昼毎日食べる 163 14．4 4．5

蒼週1,2回欠食 44 ］24 39
欠週3 5回欠食 13 14．4 4．5

鳥食べない 0
度 p<0.05

食良好 100 15．9 4．2

態要注意 118 12.4 4.」
ス要改善 2 11．5 5．0
コ

ア p<0.0001

4．栄養補助剤（サプリメント）使用状況

サプリメントをよく摂取すると回答したのは全

体の42％であり、本学体育学部大学生の食生活と

深い関わりがあることがわかった。サプリメント

の使用状況に関しても生活環境による違いが認め

られた(X2=7.598, p<0.05)。よく摂取すると答

えた学生の多くはひとり暮らしあるいは寮生活を

している学生であった。特に寮生活者の57％はサ

プリメン|､をよく摂取している。一方、家族と同

居している学生ではよく摂取すると答えた割合は

30％にとどまった（図5)。

5．食品構成充足度状況

食品群摂取スコアの全体での平均値は14.0±4.5

(範囲： 2～23点）であった（表4）。食品群摂取

スコアが24～12点までは食品構成充足度が良好で

100％

80％

’ ’
鰯あまり摂取しない

園よく摂取する
60％

40％

20％

I

0％

一人暮らし寮(賄い付き）家族と同居

図5栄養補助剤の摂取頻度

食品群摂取スコアの分類

①24～12(良好） ②11～6(要注意） ③5以下(要改善）
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要注意に分類された割合は全体の30%、要改善で

は3％に達した。 これは全体の約1/3にあたる

学生の食生活になんらかの問題を含んでいること

を示している。

さらに食習慣との関連を調べるために各カテゴ

リーごとの食品群摂取スコアの平均値と標準偏差

を計算した（表4）。食品群摂取スコアは多くの

カテゴリーの分類において違いが見られた｡特に、

生活環境、食事時間、朝食の欠食頻度の各カテゴ

リーに関して有意な違い(p<0.0001)が認められ

た。一方、運動頻度や外食頻度に関しては違いは

なかった。池田ら‘）は企業に勤務する成人男子

(40～59歳）を対象に食生活に関する調査を行い、

食品群摂取充足度は朝食の取り方、定期的な運動

習’|負、食事時間の規則性、喫煙の

ものである。寮生活者や家族との同居者は23点か

ら悪くても7点までのスコアに分布していて、特

に15点～20点のスコア間に多く集中しているのに

対して、ひとり暮らしの学生のスコアは23点～2

点と広範囲に分布しており、 8～13点のスコアを

示した学生が多い。ひとり暮らしの学生の食生活

は一般に貧弱であり食品摂取バランスも悪いこと

がグラフからも読みとれるが、なかには高得点を

示す者が少数ながら存在する。このことはひとり

暮らしに多く見られる外食も上手に利用すればバ

ランスよい栄養を摂取することが可能であるとい

うこと、言い換えるならば同じ生活環境でも個人

のモチベーションによって食生活をより充実させ

ることが可能であることといえる。

有無と関連があると報告してい糊
る。本調査でも同様の傾向が見ら 140

れるが、運動習慣に関しての違い 120

は認められなかった。これは対象 10~0
者全員が体育学部に所属している

8．0

ため、一般人と比較してもそもそ

も運動する頻度が多いため差が得 6~0
4，0

られなかったと考えられる。

図6は生活環境別の食品群摂取ス 20

コアの分布をヒストグラフにした 00

■寮(賄い付き）

口家族と同居

画人暮し

i ~

II~ ~lⅡ~ ~ 1 ,1]II､， 、‘ 、

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1314151617 18192021 2223

図6食品群別スコア（生活環境別）

表5.食品群別摂取量と食生態との関連について

実摂取量(9) 食事時間の

規則性

p<0.001

N.S.

N.S.

p<0.01

p<0.005

p<0.0001

p<0.0005

p<0.05

p<0.0005

p<0.001

N.S.

N.S.

最低目標量(9) 充足度(％） 生活環境 朝食欠食頻度
平均値

35．5

271

68．1

29．7

64．3

72．5

190

35．5

57．2

13．8

17．5

456

標準偏差

24．5

199

42．8

33．9

65．1

56．7

129

30．8

45．9

12．6

9．7

245.4

卵

牛乳・乳製品

肉類

魚類

果物類

緑黄色野菜

その他の野菜

芋類

豆類

海草類

油

穀類

50

250

60

70

200

100

200

70

100

10

20

390

p<0.0001

N.S、

N.S.

p<0.0001

p<0.0001

p<0.0001

p<0.001

p<0.0001

p<0.001

p<0.001

N.S.

N.S.

p<0.001

N.S.

N.S.

p<0.05

p<0．01

N.S.

N,S、

p<0．01

p<0.005

p<0.05

N.S.

N,S，

71

108

114

42

32

73

95

51

57

138

88

117
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食習慣を含む生活習慣が健康と大きく関わって

いることは以前より報告されている“)。本研究

調査では体育学部男女大学生を対象に食生活（食

品摂取のバランス）が生活環境や習|員とどのよう

に関わっているのかを検討した。食品摂取のバラ

ンスは住居形態、朝食の取り方、食事時間の規則

性と深い関わり合いのあることが示された。

本結果から寮生活や家族との同居といった共同

生活形態をとり、規則正しい生活習慣をおくって

いる学生は食品摂取バランスが比較的良好であっ

たといえる。また、多くの体育学部大学生は取る

べき食品群摂取度が充足していないことも判明し

た。食品群の摂取充足度が満たされていないとい

うことは各栄養所要量が不足していることにな

る。記録やパフォーマンスの向上を考えた場合、

まず、栄養素の充足は重要事項のひとつである。

そのためには、食環境のさらなる充実とともに系

統的な栄養教育が必要と考えられる。例えば、栄

養素に関して正しい知識を取り入れ、豊富な食材

を生かしたバランスのよい食事を心がけ、安易に

サプリメント補給に頼らないような教育を継続的

に行う。ひとり暮らしの学生には自炊技術、支援

者によるサポート、本人の意識向上に重点を置い

た指導をしていく。食環境が比較的恵まれている

寮生活に関しても今回の調査で寮食に馴染まない

学生や1日2食しか摂取していない学生の存在な

どが浮かび上がった。こうした問題点を解決する

ための改善策を練るとともに選手個人の知識なら

びに意識のさらなる向上が必要であろう。

今後、学生の栄養学に関する知識や意識向上に努

めると共に、スポーツ指導者を含んだ全学的な協

力による食環境の体制づくりが望ましいと考えて

いる。

6．各食品群別摂取度状況

つぎに、どの食品をよく摂取しているのかを検討

するため各食品群別の充足度状況を分析した（表

5）。 20歳の最低目標摂取量を基準値としたが、

実際には運動量を加味しなくてはならないためエ

ネルギーやタンパク質供給源の摂取量が増加する

はずである。 しかし、 6品目については最低目標

量にすら到達していなかった。肉類は充足度を超

えていたが、肉と並ぶ重要なタンパク源である魚

類や豆類の充足度はそれぞれ低い値を示した。 さ

らに、アミノ酸価の高い卵の充足度も70%に止ま

った。ビタミン、 ミネラルの補給源となる果物、

緑黄色野菜も低い値を示し、特に果物類の摂取が

少なかった。 これらの結果は国民栄養調査7)の全

国平均とほぼ類似した傾向を示したが、魚類・芋

類・豆類は全国平均を下回っていた。

さらに、食品群別充足度をカテゴリー別（生活

環境・食事時間の規則性・朝食欠食頻度の3項

目）に比較してみた。表5に示すように8種類の

食品群に関しては統計学的に有意な違いが得られ

た。特に、生活環境のカテゴリーにおいては「ひ

とり暮らしの学生」の群が、食事時間のカテゴリ

ーでは「いつも食事時間が不規則」と答えた群の

充足度がそれぞれ最も劣っていた。ひとり暮らし

の場合だと調理をするのがめんどうであったり、

金銭的な制約もあるせいか、ほとんどの食品群で

摂取量が最低であった。

今回の調査では糖質や一部のタンパク質を供給

する食品は比較的充足度が高かったが、野菜や果

物類といったビタミンやミネラルなどの栄養素を

供給する食品群の不足が観察された。昨今、サプ

リメントが世の中に氾濫していて、本調査からも

サプリメントをよく摂取すると答えた学生は全体

の42％であった。詳細な食品摂取栄養調査を行っ

ていないため断定はできないが、ある特定の栄養

素を食品からでなくサプリメンI､摂取によって補

給しようとする傾向が現代の体育学部大学生にあ

るのではないかと推察される。

Ⅳま と め

国士舘大学体育学部大学生220名を対象に食習慣、

食品摂取状況を自記式質問票を用いて調査した．

1)食事の欠食度を調査したところ，本学部大学
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生の欠食頻度は全国平均と較べても高かった。

特に，ひとり暮らしの学生の食習慣は乱れてい

て，朝食の欠食頻度が高い上に，食事時間が不

規則であった。

2）サプリメントをよく摂取する学生の割合は全

体の42％であった。住環境別では家族と同居し

ている学生よりも寮生活者の方が利用頻度が高

かった。

3）食品群別充足度を調べた結果，約30％の学生

の食事には問題があり，今後の改良が必要であ

った。特にひとり暮らしの学生の食生活には問

題が多く，各食品群充足度に関してもっとも低

い値を示した。
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